パソコンクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＴふたば会　健康福祉プラザ　ミニ講習会
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パソコンは長い間使用していると通常の方法では削除出来ない色んなものが溜まってきて、その結果として動作が重くなったりハードディスクの容量を圧迫したり色んな症状が出てきます。Windows標準装備機能で一部の範囲のクリーニングは可能ですが、クリーニング出来る範囲は限定されていることから、どうしても他の方法で行う必要があります。Windowsが全てのクリーニング機能を何故標準装備しないか、講習会で何故教えないか、それはクリーニング作業の操作には誤操作によるデーター消去や復元不可といったリスクがあり、マニュアルだけで誤操作回避を伝えることには限界があるからだと思われます。
今回の講習会は通常の講習会ではなく、各自のパソコンを持ち込んでもらい、そのパソコンにクリーニングのためのソフトをインストールして、実作業のクリーニング指導を行います。初心者でも参加大丈夫です。参加者のパソコンを一操作一操作確認しながら進めていきます。手順書は会場で参加者に配布します（ホームページには公開しません）。

パソコンを持ち込まない人の参加も可能ですが会場のパソコンでは実行不可のために説明を聞いて戴くだけになります。尚、手順書とクリーニング用ソフトは配布しますので、必要な方はUSBメモリーやＣＤを持参して下さい。
パソコンクリーニング目次
1． Ｃドライブの空き容量確認----------実際の数値をメモに残す
事前確認は、マイコンピューターをダブルクリック→Ｃドライブアイコン上で右クリック→プロパティ。
2． Temporary Internet Filesのサイズとファイル数確認-----数値をメモ
事前確認　XP:Documents and Settings→ユーザー名→Local Settings→Temporary Internet Filesを選択→右クリック→プロパティ
98&MEは：WINDOWS→Temporary Internet Files
3． ４ソフトのインストール

4． 不要ファイル掃除機の実行
例えばWordの使用では一時ファイルが自動作成され、通常はファイルを閉じた時点で消えるものが異常終了時には残ってしまいます。これらのものを削除するソフト。
5． CCleanerの実行
無効なレジストリを削除するソフト。アプリケーションのインストール＆アンインストールを繰り返していくうちにレジストリ（パソコンの情報を全て記録したデータベース）が肥大化してパソコンの動作を遅くする原因になっている。

6． SpyBotの実行
勝手に情報などを送信してしまうスパイウェアを検索削除するソフト。パソコンに悪さをするウィルスではないのウィルス対策ソフトでは駆除できない。

7． すっきりデフラグの実行
HDD内に分散書き込みされたデータを最適な位置に再配置するデフラグ機能自体はWindowsでも標準装備であるが、このソフトではデフラグを妨げることのないセーフモードでの実行の他、ゴミ箱やTemporary Internet Filesの除去、スキャンディスクを行ったうえでデフラグを行え、終了後は電源OFFまでやってくれる。
8． Temporary Internet Filesを保存しない設定
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